
昭 和63 年5 月5 日

あ だ ち 広 報

第789 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120 足立区千住一丁目4- 18　 ( 882) 1111　 編集/ 企画部広報課

人口と面積( 63. 4. 1)
世 帯　232, 870
人 口　637, 184 人
男　323, 072 人
女　314, 112 人

面 積　53. 25k ㎡
人口 密度　11, 966 人/ k ㎡

<月2回( 5日、20日) 発行>

深めよう 小さな区民 と

地域のきずな

み ん
な 仲良

く

「V サ
イン 」

5 月5 日

こ ど もの日

区
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
戉
の
た
め
に
、
膏
少
年
の
地
域
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
勣
を
行
つ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
地
域
と
は
。大
人
や
年
齡
の

逮
う
集
団
の
中
で
鍛
え
ら
れ
て
青
つ
成
長
の
場
と
い
え
ま
す
。こ
れ
ら
の
事
業
は
地
域
の
良

さ
を
伸
は
し
。子
ど
も
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
豊
か
な
地
城
つ
く
り
に
役
立
つ
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
參
加
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー

研
修
会

地
域
の
子
ど
も
会
の
指
導
者
に

は
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
い
う

子
ど
も
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
ま
す
。

こ
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
呎
す
る
た
め

の
研
修
会
で
す
。

□
A
コ
ー
ス

期
間
5

月
上
旬
I
ア
月
中
旬
　

(延
ぺ
4
回
)

場
所

区
内
小
学
校
1
2会
場

対
象

小
学
校
5
・
6
年
生

内
容

子
ど
も
会
の
楽
し
さ
を
知

る
た
め
の
研
修

申
込
先

最
寄
り
の
育
成
会

□
B
コ
ー
ス

期
閠
6
月
下
旬
～
9
月
下
旬
　
　

(延
ぺ
5
回
)

場
所

区
内
社
会
教
齊
館
4
会
場

対
象
A

コ
ー
ス
修
了
者
(
た
だ

し
小
学
校
6
年
生
)
お
よ
ぴ
中

学
生

内
容

キ
ャ
ン
ブ
活
勳
を
中
心
と

し
て
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
基

礎
を
つ
く
る

□
C
コ
ー
ス

期
閠
5
月
中
旬
～
9
月
下
甸
　
　

(延
ぺ
7
回
)

場
所

区
内
社
会
教
育
館
4
会
場

対
霞
B

コ
ー
ス
を
修
了
し
た
中

学
生

内
容

実
際
に
子
ど
も
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
た
め
の
理
諭
と
実

技
を
身
に
つ
け
る

申
込
先
B

・
C
コ
ー
ス
は
い
ず

れ
も
本
庁
舎
・
青
少
年
係

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
佩

鮫
1
1
1
1
㈹

「
ハ
イ
―
ポ
ー
ズ
!

」

(
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
の
キ
ャ
ン

プ
実
技
講
習
か
ら
)

育
成
会

入
門
講
座

育
成
会
と
は
、
地
域
の
子
ど
も

会
活
勣
を
援
助
す
る
大
人
の
組
繖

で
す
。

期
間
5
月
中
旬
～
6
月
下
旬

塲
所

区
内
小
学
校
1
2会
場

対
象

子
ど
も
会
膏
改
会
貝
お
よ

び
興
味
の
あ
る
方

内
容

子
ど
も
会
育
成
会
の
役
割

な
ど
朷
歩
的
な
こ
と

申
込
先

各
地
区
少
年
団
体
S
議

会
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
苛
少
年
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

少
年
活
動

リ
ー
ダ
ー

講

座

区
内
少
年
団
体
の
よ
り

い
っ
そ
う
の
発
展
を
め
ぎ

し
て
、
指
導
者
と
し
て
必

嬰
な
理
論
、
実
技
を
修
賻

す
る
た
め
の
講
座
を
、
年

間
6

講
座
開
催
し
ま
す
。

第
―
回
は
、
「子
ど
も
の

心
を
さ
ぐ
る
一
で
す
。

日
時
5
月
1
8
・
2
5
日
、

6
月
1
日
(
い
ず
れ
も
　

水
曜
日
、計
3
回
)
、午
　

唆
7
時
～
9
時

場
所

梅
田
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
少
年
団
体
指

導
者
お
よ
び
興
味
の
あ

る
方

申
込
方
法

所
定
の
用
紙

で
匱
接
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
5

月
1
7日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
・
青
少
年
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

キ
ャ
ン
プ

活
動
入
門

(
1
・
2
期
)

区
内
少
年
団
休
活
勳
の
龠
成
者

を
対
象
に
、
キ
ャ
ン
プ
技
術
を
習

辱
す
る
た
め
の
講
座
を
閧
催
し
ま

す

。1
期
、2
嗣
い
す
れ
か
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

。

日
眄
・
塲
所
・
内
容

左
表
の
と

お
り

対
象

区
内
少
年
団
体
指
導
者
お

よ
び
興
味
の
あ
る
方
で

、3
日

間
と
も
受
講
で
き
る
方

定
員

各
7
0人
(
先
看
順
)

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
ま
た
は

(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電

話
番

号

、
所

属

団

体

、
キ

ャ

ン

プ

活

勳

入

門
T

期

」
ま

た

は

「2

期

」
と

明

記

申

込

期

限

▽
I
期
・
・
・
5
月
2
0
日
　

▽
2
期
=
・
6
月
2
5
日

申
込
・
問
合
せ
先
京
　

庁
舎
・
胃
少
年
係
　
　

(
〒
1
2
0
千
住
1
-
j
4
　

-
1
8
　

眤
-
1
1
　
1

㈹
)

キャンプ活助入門( 1 ・2 期)

ご
推
薦

く
だ
さ
い

善
行
青
少
年

区
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
後
援
に
よ
り
、
良
い
行
い
を
し

た
齊
少
年
を
ほ
め
た
た
え
る
活
勳

を
行
つ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域

で
、
良
い
行
い
を
し
た
青
少
年
が

い
ま
し
た
ら
ご
推
罵
く
だ
さ
い
。

推
綢
対
象

区
内
に
在
住
・在
学
・

在
動
の
1
8歳
以
下
の
青
少
年
と

そ
の
グ
ル
ー
プ

行
勳
基
準

▽
勇
気
や
観
切
を
示

し
、
周
囲
を
明
る
く
す
る
行
い

▽
公
徳
心
を
高
め
る
行
い

▽
自
立
心
に
富
ん
だ
行
い

▽
誠
実
、R
任
、
努
力
が
認
め

ら
れ
る
行
い

推
薦
方
法

該
当
す
る
青
少
年
が

い
ま
し
た
ら
、各
青
少
年
対
策

地
区
委
貝
会
(
各
区
民
亊
筋
所

が
亊
務
局
)
を
通
し
て
、
ご
推

薦
く
だ
さ
い

推
薦
期
限
5

月
3
1日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

少

年

剣
道
大
会

日
時
6

月
1
2日

目
)
、
受
付
時

間
・・・
午
前
8
時
1
8

時
3
0分
、

開
会
式
・
:午
前
9
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生

竸
技
内
容

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

(
学
年
別
個
人
峨
)

※
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生

は
、
決
勝
卜
-
ナ
メ
ン
ト
あ
り
。

持
参
す
る
初

防
具
一
式
、
昼
食

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、畦
別
、

身
長
、
学
校
名
、
学
年
、
所
属

団
休
名
、
剣
道
歴
、
段
位
(
中

学
生
の
み
)
を
明
記

申
込
期
限
5

月
M
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
(
〒
a
千
住
1
1
4
-
1
8
　
　

眤
1
1
1
1

㈹
)

元気に「め～ん1本」

関
原
区
民
事
務
所
が

移
転
し
ま
し
た

新
し
い
名
称

扼
田
区
民
亊
務
所

移
転
先

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
内
(
梅
田
7
　
1
3
3
-
I
)

問
合
せ
先

梅
田
区
民
事
筋
所
(
　
辧
5
　
3
8
1
)

、
中
央
本
町
庁
舎
・
区
民
課
(

腦
5
0
3
6
)

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
に

ボ
タ
ン
ー
つ
で
「
S
O
S
」

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

在
宅
で

、
侵
性
的
疾
愚
(
例

え
ぱ
、
心
臓
鰐
、
脳
疾
愚
、
高

血
圧
な
ど
)
が
あ
り
、
日
常
生

活
に
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態

に
あ
る
お
と
し
よ
り
の
方
が
、

家
庭
内
で
突
然
倒
れ
た
り
す
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
お
と
し
よ
り
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
。区
で
は
、6
3年

度
か
ら
救
急
ペ
ン
ダ
ン
ト
等
の

機
器
(
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
)
を

設
置
す
る
亊
業
を
始
め
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
お
と
し

よ
り
が
急
病
な
ど
に
あ
っ
た
と

き

、
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
無
繚
発
報

器
を
押
す
だ
け
で

、
樂
亰
消
防

庁
に
連
絡
さ
れ

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
(
緊
急
通
報
連
絡
與
)
の
支
綴

の
も
と
に
、迅
速
、的
確
な
救
援

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す

。

申
込
み
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。
対
象
と
な
る
お
と
し
よ

り
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象
・
責
格

▽
6
5歳
以
上
、
嚶
性
的
呎
懋

が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時

庄
意
を
要
す
る
ひ
と
り
暮
ら

し
、
高
齢
夫
婦
世
帝
な
ど
の

在
宅
老
人

▽
所
寿
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
2
　

人
以
上
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

必
要
で
す

費
用

無
料

受
付
開
始
5

月
6
日

※
申
請
用
紙
は
、
本
庁
舎
・
老

人
福
祉
係
お
よ
ぴ
各
福
祉
事
務

所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
岡
合
せ
先

本
庁
舎

・
老
人
福
祉
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

緊急通報
システムの概要

( 1) 老人からの緊急発信された信号は、( 2) 東京消防庁で受信し
( 3) 老人宅への電話確認により救急車または消防車が出動しま
す。また、確認電話の応答がない 場合は 救急車が即、出勦し 、
火災等が判明した場合は消防車が出動し ます。
( 4) なお、緊急通報協力員には救急車等が出動したことを連絡
し、老人宅へ出向の要請をし ます。
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通 所 者 募 集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

心
身
障
書
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
機
能

訓
練
・
技
能
訓
練
を
発
展
さ
せ
、

リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
所
馴
練

事
業
を
新
般
し
ま
し
た
。

対
霞

区
内
在
住
の
1
5歳
以
上
の

身
体
障
害
者
で
、
リ
(
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
希
望
し
、
主
治
医

・
セ
ン
タ
ー
の
医
師
等
が
通
所

適
当
と
認
め
た
方

通
所
方
法

必
要
な
場
合
に
は
リ

フ
ト
付
の
バ
ス
で
送
り
迎
え
し

ま
す

※
陣
害
の
た
め
身
辺
の
こ
と
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

心
身
陣
售
擺

祉
セ
ン
タ
1
　
　
8
8
3
6
1
7
1

各
種
訓
練
の
充
実
を
図
り
ま
し
た

(
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

綾

瀬福

祉
作
業
所

対
象

身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き

て
、
就
労
意
欲
が
あ
り
、
作
業

所
へ
単
独
で
通
所
で
き
る
1
5歳

以
上
の
心
身
障
害
者

募
集
人
a

若
千
名

募
集
期
聞
5

月
6
日
か
ら
1
4日

ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
陣
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
　
8
8
3
6
1
7
1

5 月12日は

民生委員の日

大
正
6
年
5
月
1
2日
に
民
生
委

員
制
度
が
創
般
さ
れ
、こ
の
日
を

配
念
し
て
「
民
生
委
員
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
地
域
社
会
の
中

で

、
生
活
や
児
童
、
心
身
障
害
者
、

老
人
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て

、
良

き
相
談
相
手
と
し
て

、
指
導
・
援

助
す
る
ほ
か
、
無
職

、
扶
養
の
事

実
等
に
つ
い
て
証
明
S
(

飼
査
書

・
意
見
S
)

を
発
行
し

。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
配
布
な
ど
、
区

や
杠
僉
福
祉
協
鵬
会
の
S

力
活
勳

も
行
つ
て
い
ま
す
。

民
生
委
貝
は
、
社
会
奉
仕
の
精

神
に
富
み
、
社
会
福
祉
に
理
解
と

熟
意
の
あ
る
方
に
た
い
し
て
、
厚

生
大
臣
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
福
祉
の
こ
と
に
つ
い
て

は
お
気
軽
に
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
区
に
は
、
捐
名
の
民

生
委
員
が
い
ま
す
。
氏
名
、
担
当

区
域
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民
生
係
　

8
8
2
1
1
1
1㈹

時
効
に
な
り
ま
す

戦
没
者
等
遺
族
特
別
弔
慰
金

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
、

昭
和
6
3
年
6
月
1
3日
で
時
効
に
な

り
ま
す
。ま
だ
、
請
求
を
し
て
い
な

い
方
は
必
ず
躋
求
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象

鷓
州
亊
変
以
降
峨
傷
鍔
死

さ
れ
た
、
旧
軍
人
・
軍
属
・
準

軍
羈
等
の
遣
族
(
軟
没
者
死
亡

当
時
の
三
身
等
内
覡
族
で
、
法

で
定
め
る
先
順
位
者
)
で
、
昭

和
6
0
年
4
月
1
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
権
利
の
あ
る
方
が
い
な
い
場

合
で
'
£
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

▽
初
回
(
3
万
円
)
・
第
2
回
(
2
0
　

万
円
)
・
第
3
回
(
1
2万
円
)
の
特

別
弔
慰
金
を
受
け
た
方
か
、
こ

れ
ら
を
時
効
に
よ
り
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方

▽
昭
和
5
4年
4
月
1
日
か
ら
、

昭
和
6
0年
3
月
3
1日
ま
で
に
、

公
務
扶
助
料
な
ど
の
受
給
権
者

が
い
な
く
な
り
、
新
た
に
特
別

弔
慰
金
の
受
給
権
を
耨
た
遺
族

の
方

支
紿
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
3
0

万

円
1
0年
償
還
国
債

讀
求
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
・
民
　

生
係
　
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

63年 度 予算から

高齢化社会に向けて

区では豊かな老後を送るための
各施簾を行っています

ね
た
き
り
老
人
に
朗
報

特
養
老
人
ホ
ー
ム
増
設

こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
で
は
、

高
齢
者
自
身
の
役
創
を
重
視
し
た

社
会
参
加
と
生
き
が
い
対
策
が
柱

と
な
り
ま
す
。

一
方
、
ね
た
き
り
老
人
対
策
も
S

要
な
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
在

宅
福
祉
の
拠
点
と
し
て
佐
野
二
丁

目
に
区
設
の
特
別
養
霞
老
人
ホ
ー

ム
・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
(
圍
床
・
昭
和
6
3年
度
設
計
、6
6

年
閧
設
予
定
)
を
建
設
し
ま
す

。

こ
の
施
眼
に
は

、2
3区
で
朷
め
て

、
痴
呆
性
老
人
の
介
霞
棟
を
設
置
し

ま
す
。

ま
た
社
会
福
祉
法
人
が
建
設
す

る
入
谷
町
(
7
0床
・
昭
和
6
4年
3

月
閧
設
予
定
)
お
よ
ぴ
、
花
畑
四

丁
目
(
2
4床
・
昭
和
6
4年
1
月
閧

般
予
定
)
の
特
別
養
霞
老
人
ホ
ー

ム
・
高
齡
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
助
癘
を
行
い
ま
す
。

老
後
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

過
ご
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

で
す
。
区
で
は
、
真
に
援
護
を
必

萋
と
す
る
方
々
に
対
し
、
特
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

老
人
世

帯
に

福
祉
の
手
引
書
配
布

区
で
は
、
お
年
寄
0
の
た
め
に

さ
ま
ざ
袤
な
施
策
を
行
つ
て
い
ま

す
。
い
つ
で
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
6
5歳
以
上
の
老
人
世
帯
全

世
帯
に
、
各
穗
施
設
の
内
容
と
利

用
方
法
、健
康
づ
く
り
や
家
庭
介

霞
の
解
説
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
手

引
S
を
配
布
し
ま
す
。

「
援
助
協
力
員
制
度
」

の

検

討

在
宅
福
祉
の
充
奥
を
図
る
う
え

で
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

は
、
極
め
て
靈
要
と
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
自
発

性
と
協
力
の
も
と
に
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
シ
ス
テ
ム
「
援
助
協
力
員
制

度
」
を
創
般
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す

。
そ
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
に
、
区
民
の
ニ
ー
ズ

や
在
宅
福
祉
の
担
い
手
の
章
識
謁

査
を
行
い
ま
す

。

緊

急
通

報
シ
ス

テ

ム

の

設

置

(
―
面
別
掲
の
と
お
り
)

A
企
両
都
予
算
課
V

保
険
料
積
立
金
の
還
元
融
資

国
民
年
金
保
険
料
は
、
年

金
支
払
い
の
た
め
の
財
源
と

し
て
積
み
立
て
ら
れ
る
ほ

か
、
福
祉
施
設
建
般
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
6
2年
度
に
融
資
を
受

け
た
施
般

▽
梅
田
・
麑
浜
・
伊
興
・

興
本
の
各
体
育
館

▽
鹿
浜
・
興
本
・
平
野
の

各
児
童
館
・
老
人
館

▽
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
体
青
館
・

グ
ラ
ン
ド

A
企
躙
都
予
算
課
V

今
月
は
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、
陣
害
児
福

祉
手
当

、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置

分
)
受
紿
者
の
方
は
、今
月
の
1
0日

ご
ろ

、
指
定
し
た
金
融
機
関
に
福

祉
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。
預
金

通
帳
と
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
っ

て
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係
　
　
眤
1
1
1
1
㈹

心
身
障
害
者
用
電
話
設
置

事
業
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

く

ら
し
の

情

報

年

金

保
険
料
の

免
除
期
間
の
あ
る
方
ヘ

追
納
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

経
済
的
な
事
倩
や
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
受
給
に
よ

り
、
保
険
料
納
付
の
免
除
を
受

け
て
い
た
期
間
(
免
除
朋
間
)
は

過
去
1
0年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

当
時
の
保
険
料
で
納
付
(
追
納
)

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

た
だ
し
、
昭
和
6
1年
4
月
か

ら
の
免
除
期
間
を
追
納
す
る
場

合
、
免
除
し
た
年
度
か
ら
2
年

経
過
し
た
も
の
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す

。

免
除
期
間
は
、
そ
の
期
閠
の

年
金
額
が
3
分
の
I
に
減
額
さ

れ
ま
す
が
、
追
納
す
る
こ
と
に

よ
り
免
除
期
間
が
納
付
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
、
減
額
さ
れ
ま

せ
ん
。

免
除
さ
れ
て
か
ら
1
0年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は

。
追
納
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係
　
　
巍
5
1
5
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
出
張
相
談

皆
さ
ん
の
中
に
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
お
悩
み
を
お
待
ち
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

▽
せ
っ
か
く
保
険
料
を
納
め
て

い
た
の
に
、
途
中
か
ら
亊
嘴

が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い

▽
未
納
期
間
が
長
く
な
り
、
も

う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か

▽
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

の
が
む
ず
か
し
い

こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め

に

、
月
―
回
、2
日
関
に
わ
た

り
1
ヵ
所
の
区
民
事
務
所
を
選

び
、
出
張
年
金
相
酸
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
足
立
杠

会
保
険
事
務
所
か
ら
も
専
門
官

が
参
加
し

。
質
問
、
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
の
出
張
年
金
相

談
は
。
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
5

月
1
9日
(
木
)
・
2
0
　

日
(
金
)
、
い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
所

花
畑
区
民
亊
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

検
昭
係
　
　
巍
5
1
6
1

5
月
は
障
害
基
礎

年
金
の
支
払
月

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
の

方
の
支
払
月
で
す
。
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
等
で
お
受
け
と
り

く
だ
さ
い

。な
お
、障
售
年
金
受

給
の
方
の
支
払
は
6
月
で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

給
付
係
　
　

巍
5
1
6
1

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
に
閲
す
る
疑
問
や

制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
国
民
年

金
の
相
談
を
行
い
ま
す

。

当
日
は
足
立
社
会
保
険
S
筋

所
か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、
質

問

。
相
談
な
ど
を
受
け
ま
す

。

日
時
5

月
1
1
1
1
日
(
水
)
、
午
前

1
0時
1

午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2

階

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

適
用
係
　
　

跏
5
1
5
1

お
しら
せ

商
業
統
計
調
査

6
月
1
日
現
在
で
「
穗
業
続

計
調
査
」が
爽
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
知
売
業
・
小
売

業
に
属
す
る
す
ぺ
て
の
商
店
を

対
象
に
、分
布
状
況
や
販
売
活

勳
の
実
學
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、3
年

ご
と
に
行
つ
て
い
ま
す
。調
査

貝
が
、5
月
中
旬
か
ら
6
月
中

旬
に
か
け
て
お
伺
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

藐
計
係
　
　
鰰
5
0
3
3

家
庭
用
計
量
器
の

無
料
検
査
と
調
整

家

庭
で

使
用

し

て

い

る

計

量

器

の

無

料

検

査

を

行
い

ま

す

。

日

時

・

場

所

▽
5

月
2
1

日

(
土
)

上
(

木

団

地

集

会
所
　

▽
5

月
2
8
日
(

土
)
・
・・
江

北

社

会

教

青

館

、
い

ず

れ

も

午

前

1
0
時
I

午

唆
4

時

対

象

体

温

計

、
寒

瞹

計

、
血

圧

計

、
ヘ
ル

ス

メ

ー
タ

ー

、

キ

ッ

チ

ン

ス

ケ

ー
ル

、
ペ

ピ

ー
ス

ケ

ー
ル

な

ど

家

庭
用

計

皿

器
(

業

務

用

計
量

器
は

除

く
)

主

催

東

京

都

、
東

京

都

計
量

協

会

問

合

せ

先

消

費

者

セ

ン

タ
ー

誣
5
3
8
5

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
3
)

東
京
に
は
、
た
く
さ
ん
の
企

業
や
事
業
所
が
あ
り
、
そ
れ
だ

け
就
職
の
機
会
も
多
い
と
言
え

ま
す
。
こ
れ
ら
の
職
塲
に
は
全

国
か
ら
人
ぴ
と
が
集
ま
っ
て
来

て
い
ま
す
。

こ
の
東
亰
で
、
昭
和
5
0年
に

全
国
の
同
和
地
区
の
新
旧
地
名

等
を
記
載
し
た
図
S
の
存
在
が

磴
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
図
S
が
発
行
さ

れ
る
こ
と
は
、
さ
ま
ぎ
ま
な
盖

別
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
に
企
業
向
け
に
発
行
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
就
職
、
昇
進

等
の
差
別
に
つ
な
が
る
問
題
で

す
。図

S
の
発
行
は
も
と
よ
り
、

一
部
の
企
業
が
こ
れ
を
購
入
し

た
事
実
は
、
同
和
地
Z
住
民
の

就
職
へ
の
希
望
'

的
人

権
を
踏
み
に
じ
ぞ
4
の
で
、
企

業
の
社
会
的
貴
任
を
考
え
る

と
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。

政
府
は
、
こ
の
事
件
を
基
本

的
人
檜
に
か
か
わ
る
璽
大
な
問

嘔
で
あ
る
と
し
、
法
筋
省
が
調

査
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
各
省

亊
務
次
官
連
名
で
。
都
道
府
県

知
亊
あ
て
に
啓
発
の
強
化
を
、

企
業
に
対
し
て
は
指
導
、
啓
発

を
要
讀
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、

経
済
団
体
に
も
そ
の
社
会
的
責

任
を
強
く
要
論
し
て
い
ま
す
。

東
亰
で
は
。
各
企
業
に
要
請
S

を
出
す
一
方
、
企
業
揩
導
の

強
化
、
鬨
和
問
題
の
啓
発
を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
図
富
喟
入

企
業
に
は
、
鮟
し
い
指
導
、
研

修
が
あ
っ
た
の
は
当
然
で
す
。

こ
う
し
た
差
別
事
件
を
再
び

引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
行

政
は
常
に
啓
発
を
吁
う
こ
と
が

必
要
で
す
が
。
同
時
に
区
民
の

皆
さ
ん
も
、
差
別
意
識
に
つ
い

て
心
の
点
検
が
必
要
で
す
。

人
び
と
の
心
に
内
在
す
る
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
観
念
を
取
り
除

く
と
と
も
に
、
社
会
の
仕
組
み

か
ら
差
別
を
消
し
去
る
こ
と
こ

そ
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る

第
一
の
命
堋
な
の
で
す
。

◎
同
和
問
黽
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対

策
担
当
へ
。
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参
加
し
ま
せ
ん
か

足
立
区
ボ
ラ
ンテ
ィ
ア
ま
つ
り

=
福
祉
機
器
展
=

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー

ム
閲
設
1
周
年
を
迎

え
、
第
2
回
ふ
れ
あ
い

広
場
・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
つ
り
お
よ
び
福
祉
機

器
展
が
、
西
綾
瀬
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
で
次

の
と
お
り
閲
催
さ
れ
ま

す
。趣
向
を
こ
ら
し
た

催
し
物
を
車
備
し
て
い

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

日
時
5

月
2
2日
(
日
)
、午
前
1
0
　

時
～
午
後
4
時

内
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

紹
介
パ
ネ
ル
展
、
バ
ザ
ー
、
手

作
り
品
即
充
、
紙
芝
居
、
軽
食

コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
他

共
催

足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

合
会

、弘
道
地
区
町
会
・
自
治
会

連
絡
協
搬
会
、杜
会
福
祉
芻
巖
会

□
福
祉
機
器
展

日
程
5
月
2
0
日
～
2
6
日

内
容

福
祉
機
器
・
介
護
用
品
の

展
示
・
相
談
、介
護
教
室
、血

圧
測
定
、車
イ
ス
試
乗
な
ど

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

(
　
8
8
8
1
5
5
0
)
、西
綾
瀬
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
(
西
綾
瀬

4
-
5
-
6
　
　

貘
8
5
1
　
0
)

昨
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
会
場

住居表示実態調査と

表示板の取り替 え

区
で
は
、
住
居
表
示
に
関
す
る

実
態
調
査
と
、
各
建
物
に
取
り
付

け
て
あ
る
町
名
街
区
表
示
板
や
住

居
番
号
表
示
板
(
住
所
を
表
わ
す

緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)
の
古
く
な
っ

た
も
の
や
破
拱
し
た
も
の
の
取
り

替
え
を
呎
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
閠
5
月
中
甸
～
8
月
下
　

旬
プ
レ
ー
ト
取
り
瞽
え
期
間
9

月

中
旬
1
1
2
月
下
句

対
象
地
域

千
住
丁

四
・
五
丁

目
、
千
住
仲
町
、
千
住
河
原
町
、

千
住
大
川
町
、
千
住
寿
町
、
千

住
柳
町
、
千
住
元
町
、
千
住
龍

田
町
、
千
庄
中
居
町
、
千
住
桜

木
一
・
二
丁
目
、
本
木
(
東
・

西
・
南
・
北
)
町
、
本
木
一
・

二
丁
目
、
関
原
一
圭
二
丁
目

※
こ
の
作
業
は
、
区
で
委
託
し
た

業
者
(
庄
居
表
示
係
の
腕
章
を
付

け
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
住

居
表
示
係
　
　

巍
5
0
3
1

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央 本 町 保健 相 談 所　880- 5351

健 康 教 室 へ

参加 し ま せ ん か

現
在
の
食
生
活
が
、
1
0年
後
。
2
0

年
後
の
健
康
に
影
響
す
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
食
事
と
運
勣
を
組
み

合
わ
せ
た
保
健
栄
養
教
室
を
次
の

と
お
り
閲
催
し
ま
す
。

曰
畤
5

月
1
8日
、
午
唆
1
時
3
0
　

分
～
3
時
3
0分
5

月
2
5日
、

午
前
1
0時
1
1
2時
(
2
日
制
)

場
所

千
住
保
健
所
(
無
料
)

対
象

主
婦
の
方

内
容

栄
養
の
話
と
連
勣
の
棊
本

※
塩
分
測
定
希
望
者
は
、み
そ
汁
、

す
ま
し
汁
な
ど
約
5
0㎡
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

千
住
保
健
所

膕
4
2
7
7

災
害
に
備
え
て

特
殊
建
築
物
の

定
期
報
告
を

多
く
の
人
が
利
用
す
る
特
殊

建
築
物
で
火
災
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
。
大
慘
事
に
な
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
避
け
、

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
の

は
、
所
有
者
・
眥
理
者
の
社
会
的

責
任
で
す
。
特
殊
建
築
物
に
つ

い
て
は
、
堽
築
基
準
法
で
、專
門

技
術
者
(
有
賢
格
者
)
に
定
期
的

に
譌
査
・
検
査
さ
せ
、結
果
を
報

告
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
下
表
に
該
当
す

る
特
殊
建
築
物
が
対
象
で
す
。

な
お
、
報
告
S
な
ど
は
、
業

務
委
託
を
し
て
い
る
次
の
機
関

を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
調
査
・
検
査
を
依
頼

す
る
専
門
技
術
者
の
問
い
合
わ

せ
も
'
K

の
機
関
へ
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先

嬲
柬
亰
建
築
防
災

セ
ン
タ
ー
(
港
区
高
翰
2
-
　
1
5
1
1
9

、
高
軸
明
光
ピ
ル
5
　

階
　
　
4
4
8
0
8
8
8
)

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舍
・
建

築
課
審
査
第
一
係
(
　

皎
1
1
1
1

㈹
)
へ

。

注: ● F ≧3 は、3 階以上の階でその用途に供する部分( 100㎡以下の ものは除く) を
有するものを、A はその用途に供する部分の面積の合計をそれぞれ示す。

●昭和60年4 月以降に建築主事による検査済証の交付を受けたものについては、
今回は対象となりません。

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
第
1
4
回
足
立
こ
ど
も
ま
つ
り

5
月
1
5
日
(
日
)
(
雨
天
2
2
日
)

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0

分
/
元
渕
江
公
圜
/
作
ろ
う
コ

ー
ナ
ー
(
竹
細
工
な
ど
)
、遊
ぼ

う
コ
ー
ナ
ー
(
迷
路
・
ミ
ニ
邏

勳
会
な
ど
)
/
2
0
0
円
(
材
料
費
)
/

▽
荒
井
　
　
1
8
5
8
3
0
4
8

☆
み
ん
な
で
作
る
バ
ト
ン
ア
ツ

プ
8
8
6
月
り
一
日
(
日
)
、午
唆

1
時
閲
演
/
足
立
文
化
会
鰓
/

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
の
演
技
ほ
か
/

▽
野
囗
　
　
8
8
9
8
5
5
2

☆
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
卜
受
け
入
れ

家
庭
募
集
海
外
技
術
者
研
修

セ
ン
タ
ー
の
外
国
人
研
修
生

を
、6
月
1
2
日
(
日
)
、午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
ま
で
、受

け
入
れ
て
く
れ
る
家
庭
/
5
月

2
0日
綿
切
り
(
先
着
8
0家
庭
)

/
▽
吉
田
　
　
6
2
9
9
3
9
1

☆
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を
日
用

品
、衣
類
等
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い
/
5
月
1
5
日
(
日
)
、午
前

1
0
時
3
0
分
～
午
後
2
時
/
都
立

城
北
養
護
学
校
体
育
館
/
▽
花

畑
共
同
作
業
所
　
　
8
5
8
9
2
3

4
(
午
前
9
時
～
午
後
6
時
)

=
募

集
=

☆
竹
の
塚
句
会
毎
月
第
4
木

曜
日
、午
後
1
時
1
3
時
/
老

人
会
館
/
朷
心
者
歓
迎
/
月
額

峩
円
/
(
ガ
キ
で
申
込
み
/
▽

福
鳥
　
　

暝
9
4
3
4

☆
鹿
浜
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

毎

週
火
岨
日
、午
浚
7
時
3
0
分
～

9
時
3
0
分
/
自
宅
(
鹿
浜
6
-

2
5
)
/
入
会
金
3
千
円
、月
額

2
千
円
/
▽
小
宮
　
　
翻
2
2

☆
手
編
サ
ー
ク
ル
毎
週
火
・

木
曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
/

自
宅
(
千
住
龍
田
町
6
j
1
5
)
/

月
額
3
千
円
/
▽
園
田
　
　

朏
5
6
8
4

☆
足
立
ジ
ャ
ズ
体
操
ク
ラ
ブ

月
3
回
月
曜
日
、午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ

ー
/
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
千

円
、月
額
2
千
円
/
▽
高
尾
　
　

8
5
8
5
5
7
9
(
夜
間
)

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
集
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

掲
示
板

□
東
京
都
職
員
採
用
試
験

1
次
試
験
日
I

類
・
獣
医
…

7
月
1
0日
、
H
類
…
7
月
1
7
　

日
、
Ⅲ
類
・・・
1
0月
9
日
、
身

体
障
害
者
・・
1
1月
6
日

公
告
配
布
と
申
込
I

・
H
類

と
猷
医
・
:
5
月
下
旬
～
6
月

上
旬
、
Ⅲ
類
・
:
7
月
上
旬
～

9
月
上
旬
、
身
体
陣
售
者
・・・

8
月
中
旬
1
1
0
月
上
旬

※
受
験
資
格
、
募
集
職
種
・
人

数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
試
験

公
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

東
亰
都
人
亊
委
貝

会
事
務
局
試
験
室
試
験
課

(
　
2
1
2
5
1
1
1㈹)
、テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
　
謝
4
8
　
6
1
)

□
障
害
者
就
職
相
談
会

日
時
5
月
2
7
日
(
金
)
、午
唆
　

1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
内

対
象

身
体
陣
害
者
手
幔
・
愛

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
(
当

日
、
手
帳
・
履
歴
S
持
参
)

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安

定
所
　
　
8
8
2
1
2
8
7

□
皐
月
即
充
会
(
鉢
櫨
え
・
肥

料
・
苗
・
鹿
沼
土
な
ど
)

日
時
5

月
1
2日
1
1
4
日

、
午

前
9
時
I
午
後
5
時

場
所

千
住
中
居
町
公
園

問
合
せ
先

緑
ケ
丘
育
成
園
　

(
0
2
8
4
)
6
2
1
5
2
1

□
児
童
相
談
所
の
窓
口
時
関
が

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た

▽
平
日
・
:
午
前
9
時
～
午
後
5
　

時
▽
土
曙
・・・
午
前
9
時
I
正
午

百

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

は
休
み
)

問
合
せ
先

足
立
児
童
相
談
所

(
〒
1
2
3西
新
井
本
町
3
1
8

―
4
　
8
5
4
-
1
8
1
)

□
5
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
1
期
分
・
自
動
車

税
の
納
期
で
す

納
税
通
知
S
は
。5
月
中
ご

ろ
ま
で
に
手
も
と
に
届
き
ま
す

の
で
、
近
く
の
金
融
機
関
ま
た

は
都
税
S
筋
所
で
5
月
3
1日
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

A
足
立
都
税
事
務
所
V
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第19 回
婦人セミナー

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養

成

講

座

气

生
涯

学
習
活
勳
に

子
育
て
中
の

若
い
お
母
さ

ん
の
参
加
が

増
え
て
い
ま

す
。母
観
が

安
心
し
て
学

習
で
き
、
子

ど
も
も
新
し

い
友
だ
ち
と

出
会
つ
て
成

長
す
る
。そ

ん
な
「
学
び

あ
う
ま
ち
」

を
つ
く
る
た

め
、
保
弯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

に
な
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

今
回
の
講

座
は
理
論
中
心
、秋
の
講
座
で
は
、

遊
び
方
な
ど
具
体
的
な
技
術
を
中

心
に
学
習
し
ま
す

。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い

。

日
時
・
内
容

上
表
の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

定
S
3
0

人
(

応
募
多
数
の
際
は

抽
選
)

費
用
・

無
料

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
住
　

所
、氏
名
、年
齡
、職
業
、電
　

話
番
号
、希
望
理
由
。
「婦
人
セ
　

ミ
ナ
ー
受
講
希
望
」と
明
記

※
託
児
(
2
歳
～
学
齡
前
)
希
望

の
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
、
年
齢

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
5

月
1
2日
必
着

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

婦
人

総
合
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
3梅
田
7
　
-
3
3
1
1
L

・
ソ
フ
ィ
ア
内
　

巍
5
2
2
2
)

毎週月曙n、午後2畤～4時

第9 期 成 人セミナ ー

酒 学 入 門

酒
、
そ
れ
は
人
生
の
節
目
で
あ

る
冠
婚
葬
祭
に
ま
ず
不
可
欠
な
も

の

。
ま
た
普
段
の
付
き
合
い
に
も

登
場
し
、
私
た
ち
の
生
活
と
切
り

離
せ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

度
を
過
ご
す
と
健
康
に
害
を
及
ぼ

し
た
り
、
杠
会
問
題
に
な
っ
て
く

る
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
酒
の
持
つ

、
光
と
影
と
私

た
ち
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

日
時
・
内
容

右
表
の
と
お
り

(見
学
会
も
予
定
)

場
所

竹
の
筱
杠
会
教
育
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
の
方

定
員
4
0
人
(
応
募
多
数
の
際
は

抽
選
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費

等
與
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齡
、
職
業
、
電

話
番
号
、「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
受
講

希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
5

月
9
日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文

化
振
興
係
(
〒
1
2
0千
庄
1
-
4
　
1
1
8
　
　

皎
1
1
1
1

㈹
)

※ いずれも午後6時30分～8時30分

情 報 コ ー ナ ー
5 月 の 安 売 り デ ー

スポーツ教室 生涯学習はスポーツから
生涯学習、健康体力づくりのため、
スポーツ教室に参加しませんか。
日時・場所・種目 下表のとおり
定員 いずれも50人( 応募多数の際は
抽選)
対象 区内在住・在勤の16歳以上の方
(高校生を除く)

費用 無料

申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
生年月日、電話番号、勣務先、希望
会場・種目を明記
申込期限5 月20日必着
申込・問合せ先 本庁舎・体育課スポ
ーツ教室担当 〒120千住1- 4- 18　　882

―l l l i r o

区民 ス ポー ツ 教室 ※ 各会場とも指導員に より運営されます。

郷土史セミナー

古文書を読む

曰畤5月S日、6月S日、7月匐　
曰、8月6・Z7日、9月17日、10月　
Xj 曰、11月S日、12月24日、61年1　
月S日、2月Zj 日、3月S日( いず　
れも土讙印、午後2畤～4時

場所 皿・1博慟飆! ( 受講刺無料)
講g 神綺彰刹氏( 明治大季刪事博
物鈿)

寉員50 人( 心募- 多敷の縣吐抽遍)
申 込力法 往復 ハガ キに住所、氏名、
年鵬、電;・S 号を明記 【1 人1 通
に驥る】

申 込期瞋5 月15日消印有蔔
申 込・問合せ先 郷土博物館 〒1・
大右田5 ―20―1　　 賢蔵) - 9( 頸3

梅島生活実習所

陶 芸 教 室
障害をもつ人たちと一緒に、陶芸
を楽しんでみませんか。
日時(前期コース) 5 月19・26日、
6月16・23日、7月7・- 14日、8　
月11・18日、午前1( X玲～正午
定員5 人( 応募多数の際は抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齡を明記

申込期限5 月10日消印有効
申込・問合せ先 梅島生i笘実習所
〒123梅&3 ―31―19
849―1379

花畑センター5 月の教室
□ 手芸教室
日時5月24日( 火) 、午後1時～4時　
30分

内容 簡単にできて、豪華な花とアン
テ ィックブローチづくり
費用1, 3001 円( 当 日持参)

□ 生活教室
日時5月14日( 土) 、午後1時洳分～　
3時30分

内容 子育ては知恵を 出し 合って( 子

どもの体や心のすこやかな発違を願
つて)
講師 田中なつみ氏( 花畑東小学校養
護教諭)
費用 無料
いずれの教室も、
対象 区内在住・在勦の女性
定員30 人( 先着順)
申込方法5 月6 日から廈接窓囗また
は電話
申込・問合せ先 花畑センター

850―2617

一日も早い解決のために

交通事故相談
日時日躍日・祝日を除く毎日、午前9　
時～午後4時( 土曙日は正午まで)
相談内容 示談方法、損害額積算、保
険関係など

申込・問合せ先 本庁舎・区民相談室
882―1111㈹

東部センター

手 芸 教 室
日畤5月11日、6月8日、午後1　
時～4時
対象 区内在序 在魴の女性
内容 鮫り染めcエプロン、ブラウス
などj
定員30 人【先櫛順】
費用6al l j ( 布代)
申込方法 直接窓口または電話
受付開詒5 月6 日
申込・問合せ先 東部センター
6( x5- 7101

新社会人激励の集い

日時5月17日( 火) 、午前l ( l 寿～午　
後4 時

場所 助労福祉会館( 綾瀬プルミエ
内)

対象 今舂中学 ・高校を 卒業し、区
内に就職し た方

内容 式典、区内施設めぐり
申 込方法 各事業所ごとに電話予約
申 込期限5 月13 日
※ 式典のみの番加も可能です。(参加
者には記食品 贈呈) 区内施設めぐり
参加者には、昼食を用意します。
申 込・問 合せ先 本庁舎・動労者対
策係　　882 ―11111㈹

職業サービスセンター

講 習 会

□ 工業用ミシン縫製技能講習会
日畸5月16日～6月3日( 土、日　
曜日を除く) 、午前1磧寺～午梭3時

対 象 区内 在住の初・C4 の力
定員16 人( 先 椙項)
費 用 無 科( 教材靄一部負担2, 1XX1円
匐席)

申 込方 法 住所を 謦 膤でき るも の
1钁康 保陵証等) を持参し、麌接
窓口へ

受 付皿1貞5 月9 曰、- r 凾911
□ ワープロ講習会
曰畤5月23日～6月3日{土、日　
窿日を餘く}、午前1( 跨～午後3時

刔象 区内在住で、就業を希望して
いる方

定員20AMb 多薮の畷は抽遍)
賚用 無料(教材靄一部負担1, 50QP1　
髯肅)

申込方法 往鑁ハガキに住所、氏名
(フリガナ)、年齡、電n 笛弓、rワ
ープロ講習ゑi l望」と明記

申込挧履5 月12日消印有効
壜所・申込・問合せ先 職巣サーピス
センター 〒唐鑁欄1 ―34- 7　
―102　　838―35B4

第22回
足立区展作品募集

芸術・文化を愛する又民の
作品 発表の珊として親し まれ
てい る、足立又届を6 月10日

から7 月8 日までの予定で開
催し ます。
皆さ ん、ふるってご眤4 く

ださい。
応募 資格 区内在住・在勤 。
在学 の方

応募規定 右表のとおり
※ 応募方法、搬入・搬出日時
は、あだち広報( 5 月20日号)
でお 知らせし ます。
申 込・問 合せ先 本庁舎・文
化振興 係　　882- 1111 ㈹

T. M. N. S. 233, 000


